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誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

　
　
　

仲
良
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

　
　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
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12
月
９
日
に
三
日
月
中
学
校
周

辺
コ
ー
ス
で
、
第
１
回
さ
よ
う
マ

ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

開
会
式
で
は
、
参
加
者
の
中
か
ら

代
表
し
て
、
三
日
月
小
学
校
４
年

生
の
新
田
祐
大
く
ん
、
金
谷
慧
海

さ
ん
、
宇
多
可
奈
さ
ん
、
清
水
奈

生
さ
ん
が
元
気
に
開
会
宣
言
を
行

い
、
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

招
待
選
手
に
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
宮
原
美
佐

子
さ
ん
を
招
き
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
、
5.0
㌔
の
部
、
3.0
㌔
の
部
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
な
ど
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
４
６
２
人
が
元

気
に
ス
タ
ー
ト
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ホ
ル
モ
ン

う
ど
ん
食
わ
せ
隊
の
ホ
ル
モ
ン
焼

き
う
ど
ん
や
、
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
参
加
者
を
も
て
な
し
ま

し
た
。

 　  

４
６
２
人
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
　 　 　
　
　
　

な
ど
で
汗
を
流
す 

第
１
回　

さ
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
大
会

小学５・６年生男女とジョギングのスタート

ウォーキングも元気にスタート

余裕の宮原さん １００人が参加したハーフマラソン
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元気に開会宣言 宮原さんと一緒にゴール 仮装したランナーも参加

　　　第 1回 さよう マラソン＆ウォーク　大会成績　　　（敬称略）
部　門 順位 氏　　名 部　門 順位 氏　　名 部　門 順位 氏　　名

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 
49 歳以下
男子

優勝 坂上勝洋 ( 姫路市 )
3.0km 
中学生女子

優勝 湯淺果央子 ( 上月中 ) 1.2km 
小学 4年生
男子

優勝 小河健翔 ( 千種南小 )
準優勝 谷　昌樹 ( 佐用高 ) 準優勝 春名万里奈 ( 上月中 ) 準優勝 西垣仁詞 ( 千種南小 )
第３位 志水裕弥 ( 伊和高 ) 第３位 大崎　遥 ( 備前市 ) 第３位 河津優樹 ( 香島小 )

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 
50 歳以上
男子

優勝 黒田光康 ( 宍粟市 ) 1.0km 
小学 1年生
男子

優勝 沖津悠翔 ( 香島小 ) 同町内の部 優勝 野村幸利（久崎小）
準優勝 大村信哉 ( 太子町 ) 準優勝 高見駿治 ( 久崎小 ) 1.2km 

小学 4年生
女子

優勝 井口さやか ( 新宮 RC)
第３位 菱川輝夫 ( 真庭市 ) 第３位 中野悠聖 ( 利神小 ) 準優勝 岡本杏香 ( 上月小 )

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 
高校生・
一般女子

優勝 名賀公子 ( 宍粟市 ) 同町内の部 優勝 高見駿治（久崎小） 第３位 菅原芽衣 ( 英賀保小 )
準優勝 木原祐子 ( 佐用町 ) 1.0km 

小学 1年生
女子

優勝 田中佐季 ( 千種南小 ) 同町内の部 優勝 岡本杏香（上月小）
第３位 酒井政子 ( 大阪市 ) 準優勝 尾畠瑞枝 ( 千種南小 ) 1.5km 

小学 5年生
男子

優勝 澤尾哲郎 ( 三木市 )

5.0km 
39 歳以下
男子

優勝 北垣翔二 ( 伊和高 ) 第３位 西垣怜奈 ( 千種南小 ) 準優勝 内堀太夢 ( 徳久小 )
準優勝 森川隆二 ( 佐用高 ) 同町内の部 優勝 阿曽沙耶（三河小） 第３位 今津　凌 ( 佐用小 )
第３位 岡田明應 ( 佐用高 ) 1.0km 

小学 2年生
男子

優勝 阿部圭将 ( 三河小 ) 同町内の部 優勝 内堀太夢（徳久小）

5.0km 
40 歳以上
男子

優勝 沼田健二 ( 宍粟市 ) 準優勝 野村知宏 ( 久崎小 ) 1.5km 
小学 5年生
女子

優勝 勝山史織 ( 三河小 )
準優勝 坂口裕之 ( 姫路市 ) 第３位 舟引健介 ( 徳久小 ) 準優勝 三藤　雛 ( 新宮 RC)
第３位 鎌田武志 ( 鳥取市 ) 同町内の部 優勝 阿部圭将（三河小） 第３位 平瀬加菜絵 (ちくさ RC)

5.0km 
高校生・
一般女子

優勝 齋明寺千佳 (佐用高 ) 1.0km 
小学 2年生
女子

優勝 平瀬萌佳 ( ちくさ RC) 同町内の部 優勝 勝山史織（三河小）
準優勝 勢能由望 ( 佐用高 ) 準優勝 河津みらい ( 香島小 ) 1.5km 

小学 6年生
男子

優勝 平田直人 ( 豊富小 )
第３位 谷口　陽 ( 佐用高 ) 第３位 青山奈美 ( 塩屋小 ) 準優勝 横尾　亮 (AKIRA)

3.0km 
高校生・
一般男子

優勝 松江賢二 ( 池田市 ) 同町内の部 優勝 藤田桃果（三河小） 第３位 小林和弥 ( 上月小 )
準優勝 橋本　大 ( 伊和高 ) 1.2km 

小学 3年生
男子

優勝 藤山翔太 ( 明石 JRC) 同町内の部 優勝 小林和弥（上月小）
第３位 宮本竜也 ( 佐用町 ) 準優勝 村上翔哉 ( 神岡小 ) 1.5km 

小学 6年生
女子

優勝 岡本桃香 ( 上月小 )

3.0km 
高校生・
一般女子

優勝 樫本恵里 ( 佐用高 ) 第３位 山本昌平 ( 利神小 ) 準優勝 河津ともえ ( 香島小 )
準優勝 富永理恵 ( 佐用町 ) 同町内の部 優勝 山本昌平（利神小） 第３位 西垣菜月 ( 千種南小 )
第３位 山﨑公恵 ( 佐用町 ) 1.2km 

小学 3年生
女子

優勝 木村真結 ( 姫路市 ) 同町内の部 優勝 岡本桃香（上月小）

3.0km 
中学生 
男子

優勝 岡本直也 ( 上月中 ) 準優勝 大前凪海 ( 西舞子小 )
準優勝 福山知司 ( 上月中 ) 第３位 青山友葵 ( 塩屋小 )
第３位 湯浅康智 ( 上月中 ) 同町内の部 優勝 小深田有咲（利神小）

小学１・２年生男女とジョギングのスタート あと半分だ！がんばれ！
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上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
初
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル

講
座
を
、
４
日
間
コ
ー
ス
で
開
催

し
ま
す
。

　

今
ま
で
エ
ク
セ
ル
の
操
作
で

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ど
の
ソ
フ
ト
も
基
礎
を
覚
え
る
こ

と
が
、
応
用
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
確
実
に
自

分
の
操
作
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
と
き　

２
月
13
日
（
水
）、
15
日

　
　
（
金
）、
20
日
（
水
）、
22
日
（
金
）

■
と
き　

午
後
７
時
30
分
〜

　

午
後
９
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　

上
月
中
学
校
パ
ソ
コ

　

ン
室

■
対
象
者　

マ
ウ
ス
操
作
、
文
書

　

入
力
の
で
き
る
か
た

■
内
容　

基
本
操
作
、
表
・
グ
ラ

　

フ
の
作
成
、
デ
ー
タ
の
自
動
入

　

力
関
数
な
ど

■
受
講
料　

２
、０
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
含
む
）

■
募
集
人
数　

20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎ 

86
・
１
２
１
０

　
　
　
　
　

FAX 

86
・
０
７
９
３

　
　
　
　
　
　

エ
ク
セ
ル
初
級
講
座　

受
講
生
募
集　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま
せ
ん
か

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
を
も
っ

て
調
整
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
る
た
め
に
は
、
農
業

委
員
会
へ
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
農
業
委
員
会
で
審
査

を
受
け
た
あ
と
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
名
簿
に
登
載
し
ま
す
。

　

申
請
書
の
提
出
は
各
自
治
会
、

農
会
で
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
の
で
、１
月
10
日
（
木
）

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
５
４
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出
を　

農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

　

町
で
は
、
健
康
で
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
妊
婦
さ
ん
に
は
母
子
健

康
手
帳
交
付
の
際
に
妊
婦
健
康

診
査
受
診
券
（
前
期
・
後
期
分

２
枚
）
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
診
券
を
持
参
す
る
と
、

受
診
券
の
検
査
項
目
に
関
し
て
、

１
５
、０
０
０
円
限
度
で
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
（
１
回
）。

　

詳
細
は
母
子
健
康
手
帳
を
交

付
す
る
と
き
に
説
明
し
ま
す
。

■
対
象　

町
内
在
住
の
妊
婦
（
所

　

得
制
限
あ
り
）

■
病
院　

兵
庫
県
内
外
の
医
療

　

機
関(

産
科
医
院)

■
内
容　

診
察
、
尿
、
血
液
・

　

超
音
波
検
査
、
血
圧
測
定
な

　

ど
標
準
的
な
健
査
項
目

妊
婦
健
診
の
前
期
・
後
期
受
診
券
を
交
付

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に

★
外
出
後
の
う
が
い
や
手
洗
い

　

を
日
常
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

★
十
分
に
栄
養
や
睡
眠
を
と
り
、

　

体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
、
体

　

調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
お
近
く
の
医
療
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
65
歳
以
上
の
か
た
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
予
防
接
種
法

（
定
期
の
予
防
接
種
）
の
対
象
者

と
し
て
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
実
施
は
平
成
20
年
２

月
９
日
ま
で
で
、
１
、５
０
０
円

の
個
人
負
担
で
町
内
の
各
病
院

及
び
医
院
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

日
ご
ろ
か
ら
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う　
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狩
猟
さ
れ
る
か
た
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う　

狩
猟
期
間
中
は
事
故
防
止
を

　

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
猟
期
期
間
は
本

年
２
月
15
日
ま
で
で
す
（
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
全
域

で
本
年
２
月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
）。

　

狩
猟
さ
れ
る
か
た
は
、
ル
ー
ル

を
守
り
事
故
や
違
反
の
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　

入
山
さ
れ
る
か
た
は
、
よ
く
目

立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
で
大
き
な
音

を
出
す
な
ど
、
誤
射
さ
れ
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
曜
、
日
曜
お
よ
び
祝
日
は
、

狩
猟
者
が
集
中
す
る
の
で
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課
☎
82
・
０
６
６
７

　

西
播
磨
流
域
森
林･

林
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
林
業
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

西
播
磨
流
域
森
林･

林
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
は
、
姫
路
市
・
神
河

町
・
市
川
町
・
宍
粟
市
・
佐
用
町

の
区
域
の
市
町
や
森
林
組
合
な
ど

の
林
業
関
係
団
体
で
組
織
さ
れ
、

林
業
振
興
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
次
の
と
お
り
林
業
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
参
加
希
望
者
は
、
役
場

農
林
振
興
課
ま
で
、
電
話
な
ど
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

１
月
18
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
40
分

■
と
こ
ろ　

上
月
文
化
会
館

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

■
演
題　
「
施
業
団
地
化
・
集
約

　

化
と
低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進
に

　

つ
い
て
」

■
講
師　

高
知
県
香
美
森
林
組
合

　

組
合
長　

野
島
常
稔
さ
ん

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
７

林
業
の
振
興
を
め
ざ
し
て１

月
18
日
に
林
業
講
演
会
を
開
催　

（兵庫県の制度）
■対象　特定不妊治療（体外受精および顕微授精）　
を受けた、県内在住の法律上の夫婦（※所得要件　
あり）
■助成額　1年度あたり上限額１０万円（５年間支　
　給）（1年度とは４月１日～翌年３月３１日まで）
■申請期限　治療を終了
　してから３カ月以内
■お問い合わせ　
　佐用健康福祉事務所
　　☎８２-２６２１

　県の条件を満たした人は、町の助成を受けること
ができます。
（佐用町の制度）
■対象　兵庫県特定不妊治療費助成事業を利用した
　佐用町に住所を有する夫婦で、町税を滞納してい
　ないかたなど（所得制限あり）
■助成額　１年度あたり１０万円を上限とし、県の
　助成額を控除した額（1年度とは４月１日～翌年
　３月３１日まで）
■お問い合わせ　　
　健康課保健指導係　☎８７-８０２０

　　兵庫県と佐用町では、不妊治療費用の一部を助成しています

特定不妊治療費を助成
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平
成
19
年
分
所
得
税
確
定
申

告
、
平
成
20
年
度
町
・
県
民
税
の

申
告
相
談
を
、
２
月
18
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
の
期

間
で
行
い
ま
す
の
で
、
正
し
い
申

告
納
税
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
は
、
国
か
ら
地

方
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、町
・

県
民
税
は
、
町
・
県
の
財
源
と
し

て
の
重
要
度
が
一
層
高
く
な
り
、

正
し
い
申
告
納
税
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

申
告
会
場
は
、３
月
14
日
（
金
）

ま
で
は
、
佐
用
地
域
６
会
場
、
上

月
地
域
３
会
場
、
南
光
地
域
３
会

場
、三
日
月
地
域
４
会
場
で
行
い
、

３
月
16
日
（
日
曜
申
告
）、
３
月

17
日
（
月
）
は
、
町
全
域
を
対
象

と
し
て
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
会
場
で
行
い
ま
す
。

申
告
相
談
は
午
前
９
時
〜
午
前

11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
番
号
札
で
受
け
付

け
、
申
告
待
ち
時
間
の
短
縮
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

１
．
町
・
県
民
税
申
告
書
の
配
布

　
「
所
得
税
確
定
申
告
書
」
は
、

前
年
に
事
業
所
得
等
を
確
定
申
告

さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、
税
務
署
か

ら
郵
送
さ
れ
、「
町
・
県
民
税
申

告
書
」
は
、18
歳
以
上
の
か
た
で
、

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
佐
用

町
に
住
所
の
あ
る
か
た
全
員
に
自

治
会
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

２
．
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

　

な
か
た

①
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、

佐
用
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
か
た

で
、
昨
年
中
に
均
等
割
や
所
得
割

平
成
19
年
分
所
得
税
確
定
申
告
・
平
成
20
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は

２
月
18
日
（
月
）
〜
３
月
17
日
（
月
）
で
す

正
し
い
申
告
納
税
で
明
る
い
未
来

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
、
農
耕
用
車
輌
（
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
）
に
つ
い
て
も
課
税
対
象

と
な
り
、
登
録
（
申
告
納
税
）

が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
の
納
税
相
談
の
際

に
、
農
耕
用
車
輌
の
登
録
が
な

い
場
合
に
は
、
農
耕
用
車
輌
の

所
有
状
況
を
聞
き
、
未
登
録
車

輌
は
、「
軽
自
動
車
税
申
告
（
報

告
）
兼
標
識
交
付
申
請
」
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
耕
用
車
輌
の
税
金
は
確
定

申
告
で
、
農
業
所
得
の
経
費
（
租

税
公
課
）
と
し
て
、
農
業
用
車

輌
の
購
入
費
は
、
経
費
（
減
価

償
却
費
）
と
し
て
計
上
で
き
ま

す
。
領
収
書
な
ど
を
大
切
に
保

管
し
て
、
収
支
を
記
録
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
の
課
税
に
は
、
農
耕

用
車
輌
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
軽
自
動
車
税
係

☎
82
・
０
６
６
２

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
も
登
録
を

農
耕
用
車
輌
も
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
資

産
で
、
事
業
の
た
め
使
用
さ
れ

て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
資
産
は
、
固
定
資

産
税(

償
却
資
産)

の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
か
た

に
は
、
12
月
下
旬
に
、「
平
成
20

年
度
償
却
資
産
申
告
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
１
月
31

日(

木)

ま
で
に
、
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
か
た
、
新
規
に
事
業
を
開

始
さ
れ
た
か
た
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
82
・
０
６
６
２

事
業
の
た
め
の
構
築
物
・
機
械
な
ど
の
資
産
の

固
定
資
産
税
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を
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の
課
税
所
得
を
有
し
た
か
た
は
、

申
告
納
税
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
町
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年

金
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
・
障
害
者
福
祉
・
児

童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・
町
営

住
宅
使
用
料
、
学
童
援
助
な
ど
で

は
、
住
民
税
申
告
を
も
と
に
低
所

得
判
定
な
ど
の
負
担
軽
減
等
の
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
、
収
入
が
な
か
っ
た
か
た
、
収

入
は
あ
っ
て
も
課
税
所
得
が
な
い

か
た
は
、
税
法
上
の
申
告
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
低
所
得
判
定

な
ど
の
負
担
軽
減
等
の
措
置
を
正

し
く
受
け
る
た
め
に
、
町
・
県
民

税
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
さ
れ
な
い
と
、
低
所
得

判
定
な
ど
の
負
担
軽
減
等
の
措
置

が
正
し
く
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
で

年
末
調
整
を
し
、
他
の
収
入
が
な

く
、
確
定
申
告
の
還
付
申
告
を
さ

れ
な
い
か
た
は
、
町
・
県
民
税
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

た
だ
し
、
所
得
税
か
ら
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る

か
た
で(

18
年
末
ま
で
に
入
居)

、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
か
た
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
た
め
に
、
毎
年
、「
町
・
県
民

税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
．
税
務
署
・
税
理
士
に
よ
る
出

　

張
相
談

譲
渡
所
得
申
告
説
明
会

　

平
成
20
年
２
月
５
日
（
火
）

還
付
・
年
金
事
前
申
告
相
談

　

平
成
20
年
２
月
８
日
（
金
）

税
務
署
・
税
理
士
相
談

　

平
成
20
年
２
月
22
日
（
金
）

税
務
署
・
税
理
士
相
談

　

平
成
20
年
３
月
７
日
（
金
）

受
付
（
各
日
と
も
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分　

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会
場
（
各
日
と
も
）

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

４
．
農
業
所
得
の
事
前
申
告
相
談

　

農
業
所
得
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら
水
稲
所
得
標

準
が
廃
止
さ
れ
、「
収
支
計
算
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
所
得
の
事
前
申
告
相
談

【
と
き
】

　

２
月
４
日
（
月
）
〜
２
月
14
日

（
木
）
ま
で
（
た
だ
し
、平
日
の
み
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】

　

役
場
税
務
課
（
農
業
所
得
の
収

支
記
帳
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
支

所
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）。

　

事
前
申
告
相
談
で
、
農
業
所
得

申
告
書
の
作
成
を
出
来
る
だ
け
済

ま
せ
る
た
め
、
税
務
署
か
ら
郵
送

さ
れ
た
確
定
申
告
書
、「
農
業
所

得
の
た
め
の
収
支
取
引
一
覧
表
」

な
ど
の
収
支
記
録
や
領
収
書
な
ど

の
、
証
拠
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（「
農
業
所
得
の
た
め
の
収

支
取
引
一
覧
表
」
は
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

　

町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
ま

た
は
家
屋
敷
を
所
有
す
る
個
人

で
、
町
内
に
住
所
が
な
い
個
人

に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
に
よ
っ

て
、
住
民
税
（
均
等
割
）
の
納

税
の
義
務
が
あ
る
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
に
住
所
が
な

い
個
人
に
つ
い
て
も
、
家
屋
敷

に
つ
い
て
、
道
路
の
整
備
や
消

防
、
防
災
な
ど
の
観
点
か
ら
、

応
分
の
負
担
と
し
て
納
税
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
公
正
公
平
な
納
税

の
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
町

内
に
家
屋
敷
な
ど
を
所
有
し
、

住
所
が
な
い
個
人
に
、
住
民
税

の
均
等
割
額
４
、８
０
０
円
（
内

訳
：
町
民
税
３
、０
０
０
円
、
県

民
税
１
、０
０
０
円
、
県
民
緑
税

８
０
０
円
）
を
課
税
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
家
屋
敷
な
ど
を
所

有
す
る
個
人
が
、
現
在
居
住
し

て
い
る
市
町
に
お
い
て
、
住
民

税
の
均
等
割
額
が
非
課
税
の
場

合
は
、
こ
の
課
税
は
し
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
居
住
市
町
村
に
毎
年
度
照

会
し
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
課

税
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
敷
な
ど
を
他
人

に
貸
し
て
い
る
な
ど
、
使
用
者

が
あ
る
場
合
は
、
使
用
者
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
課
税
を
し
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
課
税
を

行
う
た
め
、
納
税
の
義
務
が
見

込
ま
れ
る
７
０
４
件
の
個
人
に

対
し
て
、
昨
年
12
月
に
調
査
を

兼
ね
た
事
前
通
知
を
行
う
な
ど

課
税
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

不
在
の
家
屋
敷
な
ど
に
町
県
民
税
を
課
税

　
（
物
件
名
）
佐
用
町
字
實
栗
64　

宅
地
・
建
物
５
棟　

　
（
落
札
者
）
㈱
光
土
木　
（
売
却
決
定
価
額
）
８
、８
０
０
、０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
係　

☎
82
・
０
６
６
２　

町
が
実
施
し
た

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
の
結
果



10

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し
て
所

得
税
の
申
告
を
す
る
と
・
・
・
・
・

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
す
れ
ば
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
用
の

申
告
デ
ー
タ
が
作
成
で
き
、
作
成

し
た
デ
ー
タ
を
直
接
電
子
申
告
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く

電
子
証
明
書
」
を
利
用
す
る
場
合

に
限
り
ま
す
）。

②
平
成
19
年
分
、
ま
た
は
平
成

20
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
、
本
人

の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を

付
し
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

の
提
出
を
期
限
内
（
平
成
19
年
分

は
平
成
20
年
１
月
４
日
か
ら
３
月

17
日
）
に
行
う
場
合
に
、
所
得
税

額
か
ら
最
高
５
、０
０
０
円
（
そ

の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
の

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
一
定
の
書
類
の
提
出

ま
た
は
、
提
示
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
分
以
降

に
限
る
）。

な
お
、
書
類
の
内
容
確
認
の
た

め
に
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
は
提
出
ま
た
は
、
提
示
を
求
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
存

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
還
付
申
告
に
つ
い
て
の
処
理
期

間
が
６
週
間
か
ら
３
週
間
程
度
に

短
縮
さ
れ
還
付
が
早
く
な
り
ま
す
。

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
前
に
・
・
・
・
・

①
電
子
証
明
書
付
き
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
購
入
し

ま
す
。

②
開
始
届
出
書
を
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
提
出
す
る
か
、
書
面
で
税
務
署

に
提
出
し
ま
す
。

③
利
用
者
識
別
番
号
及
び
暗
証

番
号
の
記
載
さ
れ
た
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

④
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ソ
フ
ト
の
初

回
起
動
時
に
①
利
用
者
フ
ァ
イ
ル

の
作
成
②
暗
証
番
号
の
変
更
③
納

税
用
確
認
番
号
等
の
登
録
④
電
子

証
明
書
の
登
録
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
登
録
な
ど
初
期
登
録
を
行
い

ま
す
。

※
具
体
的
な
操
作
手
順
に
つ
い
て

は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
、「
初
期
登
録
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ご
利
用
時
間

【
作
成
時
間
】

　
　

申
告
等
デ
ー
タ
の
作
成
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

　

で
、
い
つ
で
も
行
え
ま
す
。

　
【
送
信
可
能
時
間
】

申
告
等
デ
ー
タ
の
送
信
は
、

祝
日
等
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金

　

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
行
え
ま
す
。

※
平
成
20
年
１
月
28
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま

で
は
、24
時
間
利
用
が
可
能
で
す
。

■
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

相
生
税
務
署

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
３
５
１

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
　

申
告
な
ど
の
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
ま
す

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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■ e-Tax ご利用開始手続の流れ
ご利用されるかた 税　務　署

電子証明書の取得
  （ＩＣカードリーダライ
　タの取得・設定）

　　開始届出書
  （オンラインまたは書面）

開始届出書の審査

受付結果（受信通知）の確認

送   信

（送付または持参）

　通知書の送付
  （利用者識別番号及び暗証番号）

暗証番号の変更及び
電子証明書の登録

ｅ -Tax（受付システム）

ご利用されるかたの
登録・処理

※ｅ -Tax ソフトは、ｅ
-Taxホームページから
ダウンロードによって
取得できます。

（役場住民課で

■お問い合わせ　教育委員会☎８２- ２４２４

　

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
佐

用
町
。
そ
の
自
然
環
境
の
中
で

現
在
ま
で
大
切
に
さ
れ
、
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
に
巨
樹
を
は

じ
め
と
す
る
天
然
記
念
物
が
あ

り
ま
す
。

　

佐
用
町
に
は
県
指
定
８
件
、

町
指
定
15
件
も
の
天
然
記
念
物

が
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、

佐
用
町
の
特
色
と
も
い
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
下
本
郷
に
あ
る
ム

ク
ノ
キ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ム
ク
ノ
キ
は
ニ
レ
科
の
落
葉

高
木
で
、
関
東
以
西
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
当
地
の
ム
ク
ノ
キ

は
下
本
郷
の
久
森
晃
さ
ん
の
屋

敷
内
に
あ
り
、
樹
高
18.5
ｍ
、
地

上
1.5
ｍ
で
の
幹
回
り
は
9.9
ｍ
と

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大

き
さ
で
す
。
推
定
樹
齢
は
八
百

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
森
の
よ
う
に
み
え

る
こ
と
か
ら
「
森
の
木
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
昭
和
46
年
４

月
１
日
に
県
指
定
天
然
記
念
物

と
な
り
「
三
日
月
の
大
ム
ク
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
知
ら
れ
た
巨
樹

で
、
遠
方
か
ら
も
写
真
撮
影
や

写
生
に
訪
れ
る
人
が
あ
る
そ
う

で
す
。
同
時
に
老
木
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
昭
和

60
年
、
平
成
８
年
、
13
年
、
18

年
な
ど
、
数
回
の
樹
勢
回
復
治

療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
木

の
治
療
に
は
木
の
お
医
者
さ
ん

で
あ
る
樹
木
医
が
診
断
、
治
療

に
あ
た
り
ま
す
。

　

樹
木
医
に
よ
る
と
、
木
が
弱
っ

て
い
く
の
は
、
多
く
は
人
間
の

せ
い
だ
と
か
。
１
本
の
木
を
守

る
こ
と
は
永
年
に
わ
た
る
環
境

の
保
全
な
の
で
す
ね
。

シ
リ
ー
ズ　

　
⑦　

　このムクノキは、個人の敷地内
にありますので、見学マナーには
ご注意ください
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星
空
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催　
　

佐
用
町
の
宝
「
美
し
い
星
空
」
を
守
る
た
め
に

　

11
月
23
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
「
星
空
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
兵
庫
県

の
「
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条

例
」
に
お
い
て
、
佐
用
町
全
域
が

「
星
空
景
観
形
成
地
域
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
佐

用
町
の
「
美
し
い
星
空
」
を
財
産

と
し
て
守
り
、「
星
空
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
み
ん
な
で
考

え
る
機
会
と
し
て
、
星
空
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
兵
庫

県
と
佐
用
町
が
主
催
し
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
絵
本
作
家
で
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
永
田
萠
さ
ん
が

「
花
咲
く
星
で
」
と
題
し
て
、「
普

段
目
に
し
て
い
る
何
気
な
い
景
色

の
美
し
さ
や
大
切
さ
に
は
気
付
か

な
い
こ
と
が
多
い
。
佐
用
町
の
自

然
の
美
し
さ
や
星
空
の
す
ば
ら
し

さ
を
も
っ
と
知
り
大
切
に
し
、
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
基

調
講
演
が
あ
り
、
永
田
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
描
か
れ
た
星
空
の
イ
ラ
ス

ト
を
見
な
が
ら
の
興
味
深
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
発

表
と
し
て
、「
照
明
の
功
罪
を
考

え
る
」
と
題
し
て
、
元
中
京
大
学

教
授
の
成
定
康
平
さ
ん
に
よ
る
発

表
と
佐
用
高
等
学
校
科
学
部
員

（
山
本
卓
実
さ
ん
、
千
古
翔
さ
ん
）

に
よ
る
「
身
近
な
環
境
と
環
境
へ

の
影
響
」
と
題
し
た
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
黒
田
武
彦
西
は
り
ま

天
文
台
公
園
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

永
田
萠
さ
ん
、
成
定
康
平
さ
ん
、

青
山
英
子
さ
ん
（
佐
用
高
等
学
校

科
学
部
顧
問
）、
山
本
卓
実
さ
ん
、

庵
逧
典
章
佐
用
町
長
、
高
井
芳
朗

西
播
磨
県
民
局
長
が
参
加
し
、
佐

用
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、

光
害
を
生
み
出
す
の
は
人
間
で
す

が
、
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

も
や
は
り
人
間
で
あ
り
、
佐
用
町

の
財
産
で
あ
る
自
然
を
守
る
こ
と

こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
は
、

西
は
り
ま
天
文
台
の
指
導
に
よ
る

望
遠
鏡
で
の
星
空
観
察
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
協
賛
事
業
と
し
て
、

町
内
の
13
地
域
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
状
況
を
紹
介
し
た
パ

ネ
ル
展
示
や
、
佐
用
高
校
生
の
考

え
た
特
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
展
、
星

都
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
展
示
、
西

は
り
ま
天
文
台
の
パ
ネ
ル
展
示
、

国
際
交
流
協
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
の
展
示
発
表
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、、
佐
用

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
バ

ザ
ー
が
開
催
さ
れ
、
売
り
上
げ
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
佐
用
勤
労
者
体
育
館

に
で
は
、
空
き
缶
で
も
う
け
て
も

え
え
会
に
よ
る
「
順
正
ゆ
ど
う
ふ

食
べ
く
ら
べ
大
会
佐
用
予
選
会
」

が
実
施
さ
れ
、
美
作
市
や
南
あ
わ

じ
市
か
ら
の
参
加
も
含
め
た
29
人

の
出
場
が
あ
り
、
落
語
家
の
司
会

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
田
中
蔵
善

さ
ん
（
姫
路
市
）
は
、「
順
正
ゆ

ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
」
へ
の

参
加
出
場
権
を
獲
得
し
、
ペ
ア
で

京
都
旅
行
の
旅
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

貴重な意見が出されたシンポジウム

佐用高等学校科学部員による発表

月面のクレーターを観察

優勝の田中蔵善さん
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徳久小学校児童の合奏

三日月小学校児童の二部合唱

上月小学校児童の二部合唱

先生の二部合唱

三河小学校児童の二部合唱

中安小学校児童の二部合唱

佐用小学校児童の二部合唱

久崎小学校児童の和太鼓演奏

利神小学校児童の二部合唱

幕山小学校児童の二部合唱

江川小学校児童の二部合唱

　１１月２８日にさよう文化情報センター
で、第５７回佐用郡小学校連合音楽会が開催
されました。
　郡内１０小学校の６年生が、それぞれ二部
合唱と、合奏などで日ごろの練習の成果を披
露しました。
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　軽減の割合は、同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等をもとに下表の基準によります。
※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受けたかたについて、高齢者特別控除（総
所得金額等から１５万円を控除）が適用されます。

○被用者保険の被扶養者への軽減について
　資格取得日の前日において被用者保険（社保、健保、船保、各共済）の被扶養者であったかたは、資格取得
日の属する月以降２年を経過する月までの間に限り、被保険者均等割額の５割が軽減され、所得割は課せられ
ません。さらに、平成２０年４月から９月までは保険料を徴収せず、平成２０年１０月から平成２１年３月ま
では９割軽減されます。
■具体的な保険料負担例

■保険料の納付方法■
　現在の６５歳以上の介護保険料の納め方と同様に原則として、年金から保険料が支払われる仕組みを導入し
ます（これを特別徴収といいます）。ただし、①年金額が年額１８万円未満のかた②介護保険料と後期高齢者
医療保険料を合わせた額が、年金額の２分の１を超えるかた③平成２０年４月２日以降に新たに資格を得るか
たについては、一定期間は、年金からの徴収は行われず、納付書や口座振替等により、町に対して個別に納め
ていただくことになります（これを普通徴収といいます）。
■保険料納付の開始時期■
【特別徴収のかた】　平成２０年４月１日現在で７５歳以上のかたで、年金からの徴収の対象となるかたについ
　　　　　　　　　ては、平成２０年４月支給分の年金から徴収が開始されます。
【普通徴収のかた】　平成２０年７月から納めていただく予定です（今後、町の条例で納期限を決定します）。
■保険料額の通知■
　保険料額の決定通知書は平成２０年７月に送付します（特別徴収のかたについては、仮徴収額の決定通知書
を平成２０年４月初旬に送付します）。
■被保険者証の送付■
　後期高齢者医療の新しい被保険者証は平成２０年３月下旬に送付します（申請手続きは不要です）。
　平成２０年４月１日以降に医療を受ける場合は、新しい被保険者証で医療を受けてください。
■お問い合わせ　福祉課　☎８２-０６６１
　　　　　　　　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　☎０７８-３２６- ２６１２

　 の医療制度が新しくなります
軽減の割合   同 一 世 帯 内 の 被 保 険 者 及 び 世 帯 主 の 総 所 得 金 額 等
７割軽減   基礎控除額（３３万円）以下
５割軽減   基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×被保険者数（被保険者である当該世帯主を除く）　以下
２割軽減   基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険者数　以下

《No１》　基礎年金受給者
（老齢基礎年金受給年額　７９万円）

均等割額（月額）
１, ０９８円

所得割額
なし+

＝     １, ０９８円（月額）
１３, １７７円（年額） 《７割軽減》

《No２》　厚生年金の平均的な年金受給者
　　　（厚生年金受給年額　２０８万円）

均等割額（月額）
３，６６０円

所得割額（月額）
３，６９９円+

＝     ７，３５９円（月額）
８８，３０９円（年額） 《軽減なし》

　【子の収入　年額３９０万円】　【被保険者の収入　老齢基礎年金受給額７９万円】の場合

《No３》　基礎年金受給者で自営業の子と同居しているかた

均等割額（月額）
３，６６０円 + ＝     ３，６６０円（月額）

４３，９２４円（年額） 《軽減なし》所得割額
なし
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　広報さよう６月号で、制度の概要などをお知らせしましたが、このたび、保険料率が決まりましたので、あら
ためて制度についてもお知らせします。
「後期高齢者医療制度」とは？　
　７５歳以上の「後期高齢者」の心身の特性や生活実態などを踏まえ、高齢社会に対応した仕組みとして、独
立した「高齢者の医療制度」です。現行の「老人保健制度」が、「後期高齢者医療制度」に変わります。
「後期高齢者医療制度」の対象は？
　「後期高齢者医療制度」の対象は、現行の「老人保健制度」と同様に、７５歳以上（一定の障害があり、広域
連合において認定を受けた６５歳以上のかたを含む）のかたが対象です。７５歳の誕生日から、「後期高齢者医
療制度」の被保険者になります。また、今まで、国民健康保険・被用者保険などの被保険者・被扶養者であった
「後期高齢者」は、それぞれの保険から脱退し、「後期高齢者医療制度」の被保険者になります。
「後期高齢者医療制度」の運営の仕組みは？
　保険料徴収は「市町」が行い、財政運営は「兵庫県後期高齢者医療広域連合」が行います。
　財源構成は、患者負担を除き、公費（約５割）、現役世代からの支援（約４割）のほか、高齢者から広く保険料（１
割）を徴収することとなります。
医療機関にかかるときは？
　「広域連合」が交付する被保険者証を、「医療機関」に提示し、診療を受けることになります。
医療機関での患者（窓口）負担は？
　現行の「老人保健制度」で、診療を受けるときの患者（窓口）負担と同じです。医療費の１割（現役並み所得
者は３割）を窓口で負担していただきます。

■負担者
　新しい後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりが保険料を負担することになります。
■保険料率
　【均等割額　４３，９２４円 /年】　【所得割率　８．０７％】
■一人当たりの保険料額
　被保険者一人ひとりで等しく負担する応益分（被保険者均等割額）と、所得に応じて負担する応能分（所得割
額）の合計額になります。所得割額の算定対象所得は、旧ただし書所得（総所得金額等－基礎控除３３万円）を
基準とします。保険料額は年５０万円が上限となります。
　　一人当たりの保険料額（基本）
　　　　【均等割額】４３，９２４円  ＋  【所得割額】（前年の総所得金額等 － 基礎控除３３万円）×８．０７％
■保険料の軽減について
○低所得者への軽減について
　同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等に応じて、保険料の応益分（被保険者均等割額）について保
険料が軽減されます。
所得が確認できている被保険者については申請の必要がなく適用されます。未申告等で所得が確認できていない
被保険者については、適用するためには簡易申告等が必要になります（同一世帯の世帯主も所得の確認ができて
いない場合は軽減されません）。

平成２０年４月から高齢者　　
　現在の 75歳以上を対象とした「老人保健制度」は、独立した「高齢者の医療制度」が
創設され、「後期高齢者医療制度」に変わります。

新しい高齢者の医療制度　「後期高齢者医療制度」とは？

平成20・21 年度の「後期高齢者医療制度」の保険料率

７５歳以上
　の医療

［参考］一人当たり平均保険料額
　【年額　８１，４００円】【月額　６，７８３円】
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三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

西
部
地
域
（
新
宿
、
島
脇
、
久

保
、
広
山
、
弦
谷
、
三
原
、
三
ツ

尾
、
東
大
畑
、
西
大
畑
の
９
自
治

会
）
で
構
成
す
る
多た

か
と
や
ま

賀
登
山
部
会

が
、
11
月
25
日
、
部
会
名
に
も

な
っ
て
い
る
「
多
賀
登
山
（
標
高

４
４
１
．
７
㍍
）」
山
頂
へ
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
下
見
と
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
部
地
域
の
各
地
区

か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
「
多
賀

登
山
」
に
、
地
域
の
か
た
が
た
に

も
っ
と
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
を
目
的
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ

を
実
施
す
る
た
め
、
委
員
自
ら
が

現
地
踏
査
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
各
委
員
が
、
か
ま
や
の

こ
ぎ
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持
ち
、

予
定
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
行

く
手
を
阻
む
倒
木
や
雑
木
な
ど
を

伐
採
し
た
り
、
コ
ー
ス
と
山
頂
展

望
所
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
１
月
20

日
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
た

め
に
、
今
後
、
内
容
な
ど
の
検
討

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

藤
東
義
澄
部
会
長
（
三
ツ
尾
）

は
、「
い
つ
ま
で
も
委
員
だ
け
で

話
し
合
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
地

域
住
民
ま
で
地
域
づ
く
り
は
浸
透

し
な
い
。
地
域
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
と

い
う
意
味
か
ら
も
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
が
、
地
域
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
名
所
を
再
発
見

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会　

山頂展望所からの眺め

　

日
常
的
態
度
を
チ
ェ
ッ
ク

　

人
権
に
対
す
る
日
常
的
態
度

や
考
え
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
自
己
点
検
の
つ
も

り
で
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
は
い
」
の
時
は
□
の
中
に

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

質
問
は
肯
定
的
に
書
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、「
い
い
え
」
の

場
合
は
ど
う
し
て
か
を
考
え
、

自
分
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
一
回
限
り
の

チ
ェ
ッ
ク
で
な
く
、
時
間
を
お

い
て
何
度
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
人
権
感
覚
に
変
化
が
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

□
１　

お
か
し
い
と
思
っ
た
と

　

き
は
、
多
少
の
波
風
を
覚
悟

　

で
発
言
で
き
ま
す
か
。

□
２　

自
分
と
は
違
っ
た
生
き

　

か
た
や
価
値
観
を
持
っ
た
人

　

を
尊
重
し
て
い
ま
す
か
。

□
３　

い
じ
め
は
、
い
じ
め
ら

　

れ
る
ほ
う
も
悪
い
と
の
意
見

　

に
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
ら

　

れ
ま
す
か
。

□
４　
「
差
別
は
も
う
な
い
。

　

騒
ぎ
す
ぎ
だ
」
と
い
う
人
と

　

粘
り
強
く
対
話
し
よ
う
と
思

　

い
ま
す
か
。

□
５　

人
間
を
強
者
と
弱
者
に

　

分
け
る
の
で
は
な
く
、
深
く

　

理
解
し
よ
う
と
努
力
し
て
い

　

ま
す
か
。

□
６　

子
ど
も
へ
の
し
つ
け
は

　

言
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
が
大

　

切
で
あ
り
、
体
罰
は
極
力
避

　

け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て

　

い
ま
す
か
。

□
７　

障
害
の
あ
る
人
を
社
会

　

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
な
く
、

　

共
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
望
ん

　

で
い
ま
す
か
。

□
８　

週
刊
誌
や
マ
ス
コ
ミ
情

　

報
を
う
呑
み
に
し
な
い
よ
う

　

に
努
め
て
い
ま
す
か
。

□
９　

性
別
・
年
齢
・
出
身
・

　

学
歴
な
ど
で
、
そ
の
人
を
判

　

断
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

　

す
か
。

□
10　

人
に
よ
っ
て
態
度
を
変

　

え
て
接
す
る
こ
と
が
な
い
よ

　

う
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

（
参
考
資
料
：
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

発
行
テ
キ
ス
ト
「
人
権
文
化
を
す
す
め

る
た
め
に
」）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

 

人
権
感
覚
度
チ
ェ
ッ
ク

⑩

倒木の伐採作業

山頂の三角点を発見
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12
月
２
日
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
今
年
で
２
回
目
と
な
る
佐
用

味
わ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
こ
の
日
は
町
内

の
各
施
設
や
生
産
者
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
よ
る
新
鮮
野
菜
・
特
産
品
の

販
売
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
地
元

の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
「
あ
じ
わ
い
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
開
催
さ
れ
、
料
理
の
達
人
が
自

慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
月
太
鼓
の
勇
壮
な
演

技
や
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
・
キ
ッ
ズ
に

よ
る
ダ
ン
ス
が
イ
ベ
ン
ト
を
一
層

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
じ
わ
い
グ
ラ
ン
プ
リ
入
賞
結

果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞　

坂
本
久
子
（
仁
位
）

　
　
　
　
　
　
　
「
自
然
薯
豆
腐
」

優
秀
賞　
　

山
本
文
枝
（
安
川
）

　
　
　
　
　
　
　
「
自
然
薯
巻
き
」

あ
じ
わ
い
賞　

ほ
ほ
え
み
会　
　

　
　
　
　
　
　
「
野
菜
コ
ロ
ッ
ケ
」

　
　

鎌
内
由
紀
子
（
林
崎
）　　

　
　
　
　
　
　
「
バ
タ
ー
お
さ
つ
」

　
　

佐
用
あ
じ
わ
い
倶
楽
部　
　

　
　
　
　
「
あ
け
て
び
っ
く
り
！
」

お
い
し
か
っ
た
で
賞

　
　

仲
田
せ
つ
子
（
小
日
山
）　

　
　
　
　
「
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン

　
　
　
　

  　

の
し
ょ
う
油
漬
け
」

　
　

川
端
ツ
ル
ヱ
（
宗
行
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
キ
ム
チ
」

　
　

樫
本
冨
貴
子
（
須
安
）　　

　
　
　
　
「
菜
の
花
ま
ん
じ
ゅ
う
」

　
　

藤
井
貴
美
子
（
上
郡
町
）　

　
　
　
　
　
　
　
「
山
菜
で
乾
杯
」

　

上
月
地
域
と
幕
山
地
域
の
両
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
共
催
に
よ
る

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
が
、
12
月

８
日
・
９
日
の
２
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
ベ

テ
ラ
ン
講
師
の
指
導
の
も
と
、
用

意
さ
れ
た
も
ち
ワ
ラ
を
使
っ
て
、

し
め
縄
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
苦
労
し
て
作
っ
た
し
め

縄
は
、
ど
こ
に
も
売
っ
て
い
な
い

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
自
作
の
し
め
縄

で
迎
え
る
お
正
月
は
、
き
っ
と
格

別
で
す
。

　
　
　

上
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
幕
山
地
域
づ
く
り
協
議
会　

こ
れ
で
お
正
月
の
準
備
は
Ｏ
Ｋ

上月地域でのしめ縄づくり

に
ぎ
や
か
に
佐
用
味
わ
い
祭
り
を
開
催　

佐
用
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た

幕山地域も和気あいあいと

最優秀賞の坂本久子さん

　町では、佐用ＳＮＳ（ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス）「さよっち」
の運営を開始します。
　ＳＮＳは、招待制なので信頼のある
メンバーが、インターネット上で、自
己紹介や日記を公開し、テーマ別の掲
示板などを通して情報交換できるもの
です。「さよっち」は、この機能のほか
にインターネットテレビの機能で映像
による地域紹介などができ、また、双
方向の情報、意見交換ができるので、
行政と住民をつなぐ役割を担います。
　なお、インターネットテレビは、ど
なたでもご覧いただけます。
（http://sayo-chi.jp/tv/）
■お問い合わせ　
　まちづくり課　☎８２-０６６４

佐用ＳＮＳ「さよっち」が誕生
地域おこし、町おこしに活用

　

こ
の
ほ
ど
、
空
き
缶
で
も
う

け
て
も
え
え
会
（
盛
岡
敏
明
会

長
・
栄
町
）
が
地
方
自
治
法
施

行
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
商
店
街
の
活
性
化

と
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

同
会
は
、
当
初
、
商
店
街
内

の
空
き
店
舗
に
、
空
き
缶
回
収

機
を
設
置
し
、
環
境
問
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

施
設
を
青
少
年
の
健
全
育
成
の

場
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
会
が
中
心
と
な
っ

て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
を
手
に
入
れ
、
全
国
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
同
会
は
、

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
、

住
民
自
身
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。（左２人目から）盛岡敏明さん、熊橋正憲さん、千種和英さん

「
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

空
き
缶
で
も
う
け
て
も
え
え
会　
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消
防
署
で
は
、
こ
の
ほ
ど
火

災
現
場
な
ど
で
使
用
す
る
、
防

火
衣
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
防
火
衣
が
20
年
以
上

の
使
用
で
、
老
朽
化
し
防
火
性

能
も
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
上
衣
と
ゴ
ム
長
靴
だ
け

の
コ
ー
ト
型
か
ら
、
上
衣
と
ズ

ボ
ン
の
セ
パ
レ
ー
ト
型
に
変
更

し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
火
衣
は
、
隊
員
の
安

全
性
の
向
上
と
、
活
動
性
の
向

上
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
軽
く

て
強
く
視
界
の
良
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
耐
熱
性
能
が
高
く
動
き
や

す
い
上
衣
と
ズ
ボ
ン
、
落
下
防

止
機
能
付
き
の
安
全
ベ
ル
ト
、

高
い
防
護
性
能
を
持
つ
編
み
上

げ
ゴ
ム
長
靴
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
装
備
の
機
能
を
最

大
限
に
生
か
す
た
め
に
、
訓
練

を
繰
り
返
し
、
い
ざ
と
言
う
と

き
に
備
え
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
４

消
防
署
隊
員
の
防
火
衣
を
よ
り
高
性
能
に

　

耐
熱
性
能
が
高
く
動
き
や
す
い
上
衣
と
ズ
ボ
ン
な
ど　厳しい訓練を繰り返しています

平
成
19
年
警
察
・
消
防
合
同
年
末
特
別
警
戒
発
隊
式　

年
末
に
向
け
新
た
に
防
犯
・
防
火
を
誓
う

　

11
月
30
日
に
役
場
本
庁
舎
前
駐
車

場
で
、
平
成
19
年
警
察
・
消
防
合
同

年
末
特
別
警
戒
発
隊
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
年
末
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
自
主
防
犯
、
自
主

防
火
、
交
通
事
故
防
止
な
ど
の
意
識

高
揚
を
は
か
り
、
町
民
の
安
全
と
安

心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
佐

用
警
察
署
、
佐
用
町
消
防
署
、
佐
用

町
商
工
会
青
年
部
、
平
福
保
育
園
、

佐
用
マ
リ
ア
幼
稚
園
な
ど
が
参
加

し
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
佐
用
警
察
署
長
、
町

消
防
長
の
訓
示
の
あ
と
、
町
長
と
町

消
防
団
長
が
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
福
保
育
園
児
、
佐

用
マ
リ
ア
幼
稚
園
児
が
防
犯
・
防

火
を
誓
い
、鼓
笛
演
奏
や
、バ
ル
ー

ン
演
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
・
演
技
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
警
察
・
消
防

車
両
に
続
き
、
青
色
回
転
灯
配
備

車
両
、地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
会
員
、

県
警
察
音
楽
隊
、平
福
保
育
園
児
、

佐
用
マ
リ
ア
幼
稚
園
児
な
ど
で
佐

用
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
、防
犯
、

防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〜
冬
の
交
通
事
故
防
止
〜　
　
　
　

佐
用
警
察
署　

防
ご
う
ス
リ
ッ
プ
事
故

　

初
冬
期
は
、
雪
が
降
っ
て
も
す

ぐ
に
解
け
た
り
、
晴
れ
れ
ば
路
面

が
乾
い
た
り
と
、
路
面
状
況
が
さ

ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
た
め
、
つ
い

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
油
断
し
が
ち

で
す
。
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
、
早
め

早
め
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
冬
の
事
故
防
止
の
５
ポ
イ
ン
ト
◇

(1)
滑
り
や
す
さ
の
認
識
を
持
つ
こ
と

　

積
雪
、
凍
結
路
面
は
乾
燥
路
面

に
比
べ
て
、
２
倍
か
ら
10
倍
以
上

も
滑
り
や
す
く
な
っ
て
ま
す
。

(2)
部
分
的
に
凍
結
し
た
路
面
に
要
注
意

　

山
陰
、
木
陰
な
ど
日
当
た
り
の

悪
い
場
所
は
凍
結
し
や
す
く
、
他

の
路
面
が
乾
燥
し
て
い
て
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
橋
の
上
は

凍
結
し
や
す
い
の
で
、
特
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

(3)
急
操
作
を
し
な
い
速
度
で

　

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
、
急

ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
す
る
と
滑

り
易
く
な
り
ま
す
。

(4)
寒
さ
が
緩
ん
だ
日
は
要
注
意

　

気
温
が
０
℃
か
ら
３
℃
く
ら
い

に
な
る
と
、
路
面
の
氷
や
雪
が
解

け
出
し
、
氷
の
上
に
水
が
浮
い
た

状
態
に
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。

(5)
吹
雪
な
ど
に
よ
る
視
界
不
良
に
注
意

　

車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
て
ゆ
っ
く
り
と
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
警
察
署　
　

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
１
０
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電
気
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
つ
い

て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
リ
モ
コ
ン
付
き
電
気
ス
ト
ー
ブ

　

の
誤
作
動

　

ほ
か
の
家
電
製
品
の
リ
モ
コ
ン

操
作
や
ノ
イ
ズ
で
、
電
気
ス
ト
ー

ブ
の
ヒ
ー
タ
ー
が
点
灯
す
る
な
ど

の
誤
作
動
を
起
こ
す
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
モ
コ
ン
で
ヒ
ー
タ
ー
を
点
灯

（
Ｏ
Ｎ
）
す
る
機
能
が
付
い
て
い

る
機
種
の
場
合

(1) 

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
な

　

い
と
き
は
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ

　

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
い
て

　

く
だ
さ
い
。

(2) 

電
源
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ

　

ま
ま
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
カ

　

ー
テ
ン
な
ど
の
可
燃
物
の
近
く

　

に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
４

　　　　
　 　 　 　
　

救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

　「窒息事故に気をつけて」です

　食べ物による窒息事故は、1年を通して発生していま
すが、年始は特にお餅による窒息事故に注意が必要です。
町内でも毎年数件発生しています。
　窒息は、噛む力や飲み込む力、詰まりかけたときのむ
せる力が弱くなってきた
高齢者のかたに多く発生
しています。
　また、窒息事故の程度
をみると、死亡、重症が
多く、食べ物をのどに詰
まらせる窒息事故は、非
常に危険なものと言えま
す。

■窒息事故を防ぐためのポイント■

☆ 餅や肉は、小さく切って、食べやすい大きさにしま
　 しょう。
☆ 食事の時は、お茶や水を飲んでのどをしめらせるよ
　 うにし、水分といっしょに食べるようにしましょう。
☆ 急いで飲み込まないようにしましょう。
☆ ゆっくり噛んで食べるようにしましょう。
☆ 食事は一人でなく、なるべく家族といっしょに食べ
　 るようにしましょう。

もしも、のどに詰まらせてしまったら・・・
☆ １１９番通報をしてください。
☆ 広報さよう１０月号で紹介した、異物除去法を行っ
　 てください。
☆ 反応 ( 意識 ) がない場合は、心肺蘇生法を行ってくだ
　 さい。

■お問い合わせ
　消防署　☎８２-３８７２

　

お
持
ち
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い　

電
気
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
事
故
に
ご
注
意
を　

■ 救急ミニ知識　
　物がのどに詰まって息が出来な
くなった時のしぐさは、全世界共
通でチョークサインと呼ばれてい
ます。このしぐさをしているとき
は、窒息が起こっていると考え、
異物除去を行ってください。

チョークサイン

　

昨
年
の
11
月
〜
12
月
の
期
間
、

各
地
区
の
推
進
委
員
（
農
会
長
）

の
ご
協
力
で
、
町
内
一
斉
に
加

入
推
進
を
行
い
ま
し
た
「
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
」
に
多
数

の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
加
入
の
証
券
は
、
推
進
委

員
を
通
じ
て
３
月
下
旬
に
お
届

け
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
限
ら
ず
、
随
時

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
加
入
ご

希
望
の
か
た
は
農
業
共
済
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
共
済
課

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
３

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
証
券
を

　
　
　
　

３
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す

佐
用
町
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議
会　
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    １月   January   睦月         ２月   February   如月

12
月
８
日
に
、
三
日
月
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
つ
な
が
れ

　

ひ
ろ
が
れ　

子
育
て
の
輪
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
15
回
マ
マ
プ

ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
子
育
て
仲
間
２
７
５

人
が
集
い
、人
形
劇
、親
子
遊
び
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
の
舞
台
発
表

や
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
キ
ッ
ズ
に

よ
る
ダ
ン
ス
、
お
母
さ
ん
の
手

作
り
衣
装
で
の
ち
び
っ
こ
ヒ
ー

ロ
ー
の
登
場
場
面
も
あ
り
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
４
頭
の
ト
ナ
カ
イ

を
連
れ
た
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

各
マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
、
何
度
も
お
母
さ

ん
た
ち
が
集
ま
り
、
長
い
時
間

を
か
け
て
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
共
に
苦
労
を
重

ね
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
う

ち
に
、
気
軽
に
声
を
か
け
あ
っ

た
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
打
ち

明
け
ら
れ
る
よ
う
な
仲
間
に
出

会
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
成
果
が
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
舞

台
発
表
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

の
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の

人
形
劇
で
は
、
マ
マ
プ
ラ
ザ
に

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も

小
学
生
に
な
り
、
特
別
出
演
を

し
て
劇
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

と
て
も
頼
も
し
い
助
っ
人
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
仲
間
に
出
会
え
、

親
子
の
成
長
を
確
か
め
あ
え
た

マ
マ
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

今
年
も
さ
ら
に
子
育
て
の
輪
が

ひ
ろ
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

■
定
員　

先
着
40
人

■
参
加
費　

50
円

■
そ
の
他　

お
り
が
み
を
持
参

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
１
月
の
お
は
な
し

　
　
「
あ
る
だ
ん
な
さ
ん
と
お
か

　
　

み
さ
ん
の
は
な
し
」

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
１
月
の
お
は
な
し

　
　
「
六
人
男
、世
界
を
の
し
歩
く
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

　

今
回
は
、
日
本
折
紙
協
会
の
講

師
を
招
い
て
、
い
つ
も
と
少
し

違
っ
た
お
り
が
み
を
折
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
お
り
が
み
達
人

と
一
緒
に
折
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

１
月
19
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　

会
議
室

■
内
容　
「
キ
ラ
キ
ラ
ボ
ー
ル
」　

　
「
ね
ず
み
」　
「
こ
ま
」

■
講
師　

日
本
折
紙
協
会
講
師　

　
　
　
　

西
川
康
江
さ
ん

■
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上

小学生が特別出演の人形劇

　 

１
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

19
日(

土
）
で
す
。

▲作品例（左から「キラキラボール」「ねずみ」「こま」）
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現
在
、
介
護
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
、
介
護
を
す
る
こ
と
は
、
並

大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る
日
や
、
将
来

を
不
安
に
感
じ
た
り
す
る
日
々
も

多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
そ
の
思
い
を
誰
か
に
打
ち

明
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

自
分
の
思
い
を
吐
き
出
さ
ず

に
、
心
に
留
め
て
お
く
と
い
つ
か

爆
発
し
て
し
ま
っ
た
り
、
落
ち
込

ん
で
何
も
か
も
い
や
に
な
っ
た
り

す
る
と
き
が
き
ま
す
。
こ
う
い
う

と
き
、
介
護
者
も
一
緒
に
共
倒
れ

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
虐
待
も
起

こ
り
ま
す
。
手
を
あ
げ
て
し
ま
っ

た
り
、
世
話
を
せ
ず
に
放
っ
た
ま

ま
に
な
っ
た
り･･･

。
虐
待
は
、

特
別
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
懸

命
介
護
し
て
き
た
人
が
突
然
、
虐

待
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
一
生
懸

命
介
護
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
虐

待
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
日
々
の
思
い
を
た
め
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
心
が
け
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
一
番

に
、
家
族
・
親
族
の
協
力
が
必
要

で
す
。
介
護
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
も
し
、
や
む
を
え
な
い

事
情
で
一
人
の
か
た
に
介
護
を
任

せ
て
い
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
は
、
感
謝
す
る

こ
と
。そ
れ
を
言
葉
に
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
介
護
の
や
り
か
た
に
な

に
か
と
文
句
を
言
わ
な
い
。
介
護

者
の
思
い
を
聞
き
、
共
有
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
利
用

す
る
よ
う
に
す
す
め
る(

息
抜
き

を
し
て
も
ら
い
、
介
護
疲
れ
を
防

ぐ
た
め)

。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
な
か
な
か

で
き
そ
う
に
な
い
と
思
わ
れ
る
か

た
も
、
感
謝
の
言
葉
だ
け
は
、
絶

対
に
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
だ
け
で
、

介
護
し
て
い
る
人
は
随
分
楽
に
な

り
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
は
心
で

思
っ
て
い
て
も
、
言
葉
に
し
な
い

と
相
手
に
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
を
し
て
い
る
か
た
、
一
度

こ
の
コ
ラ
ム
を
ご
家
族(

特
に
男

性
の
か
た
！)

に
、
読
ん
で
い
た

だ
い
て
く
だ
さ
い
。
一
人
だ
け
に

な
ん
で
も
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
、
周
囲
か
ら
変
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
一
年
、

み
な
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
で

お
過
ご
し
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り

し
、
ま
た
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の

生
活
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

に
、
今
年
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

●大人向けの本
　現代用語の基礎知識 2008　　　　　　 自由国民社
　超図解ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ2007　総合編　－Ｗｉ
　　　ｎｄｏｗｓ　Ｖｉｓｔａ対応　
　　　　　　   エクスメディア／編　エクスメディア
　幕末の動乱　　　　   松本清張／著　河出書房新社
　兵庫県の不思議事典　有井　基／編　新人物往来社
　篤姫の生涯　   宮尾登美子／著　日本放送出版協会
　ぼちぼち結論　　　   養老孟司／著　中央公論新社
　業務別社内マニュアルのつくり方・活かし方　－突
　　　然、人が辞めても困らない　吉原靖彦／著　中経出版
　高齢者デイサービス・デイケアＱ＆Ａ　
　　　　　　   日本デイケア学会／編　中央法規出版
　つらい「胸やけ」スッキリ　－胃食道逆流症といわれたら
　　　　　　　　　　　   木下芳一／著　保健同人社
　日本の軽自動車　－カタログで楽しむ 360cc の時代
　　　　　　　　　　　　　　  　小関和夫／著　三樹書房
　ダイエットがやめられない　－日本人のカラダを追跡する
　　　　　　　　　　　　       片野ゆか／著　新潮社
　スッキリらくちんおそうじ術　－すいすい・さっぱり・
　　　ピッカピカ！　　　本多弘美／監修　成美堂出版

　ルネサンス美術解読図鑑　－イタリア美術の隠されたシ
　　　ンボリズムを読み解く　
　　　　　　　   リチャード・ステンプ／著　悠書館
　落語的ニッポンのすすめ　   桂　文珍／著　新潮社
　古城の風景４　－徳川の城今川の城　
　　　　　　　　　　　　   宮城谷昌光／著　新潮社
　ゴールデンスランバー　－Ａ　ＭＥＭＯＲＹ
　　　　　　　　　　　　　　　   伊坂幸太郎／著　新潮社
　晩鐘　－泣きの銀次　続　　 宇江佐真理／著　講談社
　魔物　上・下　　　　　   大沢在昌／著　角川書店
■摂氏零度の少女　　　　　   新堂冬樹／著　幻冬舎
▲お家さん　上・下　　　   玉岡かおる／著　新潮社
★ダイイング・アイ　　　　   東野圭吾／著　光文社
★厭犬伝　　　　　　　　　   弘也英明／著　新潮社
■仏果を得ず　　　　　　   三浦しをん／著　双葉社
　おたから蜜姫　　　　　　   米村圭伍／著　新潮社
　何のために生きるのか　
　　　　　　　　　　   五木寛之／共著　致知出版社
　いっそ悪女　　　　　　   唯川　恵／著　大和書房

●子ども向けの本
　コウノトリがおしえてくれた　
　　　　　　　　　　   池田　啓／著　フレーベル館
　ずっとずっとじぶんの歯　－新しい歯のみがき方
　　　　　　　　　   　丸森英史／監修　少年写真新聞社
　わすれんぼうのねこモグ　
　　　　　　   ジュディス・カー／作　あすなろ書房
　ウォートンとモートンの大ひょうりゅう　－ヒキガ
　　　エルとんだ大冒険６　
　　　　　   ラッセル・Ｅ．エリクソン／作　評論社

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

2007.11.17 ～ 12. ９受け入れ分の一部
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南光歯科保健センター
◆予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　新しい年のはじまりですね。今年も健康に過ご
すために、バランスの良い食事を心がけましょう。
①主食 +主菜 +副菜（+汁物）を組み合わせ
　ましょう
　食事はおいしく食べるのが 1番ですが、自分の
好きなものばかり食べていては、栄養バランスが
偏ってしまいます。ご飯やパン・麺類などの主食に、
肉や魚・卵や大豆製品などの主菜、野菜やきのこ・
海藻類などの副菜を組み合わせましょう。

②適量の野菜と果物をとりましょう
　野菜や果物にはビタミンやカリウム、食物繊維
などの栄養素が豊富に含まれており、生活習慣病
の予防効果があります。

　野菜は 1日３５０㌘以上
（緑黄色野菜を３分の１と
るのが理想です）、果物は
２００㌘が適量です。
③カルシウムを十分に摂りましょう
　カルシウムは骨形成に大切な栄養素です。不足
すると、寝たきりの原因のひとつである骨粗鬆症
につながります。またカルシウムは神経を静める
ので、ストレスに強い体づくりにも大切です。
　日頃から牛乳・乳製品、緑黄色
野菜、大豆製品、小魚などカルシ
ウムの豊富な食品をとるよう心が
けましょう。
④家族や友人と一緒に楽しく食事をしましょう
　最近はライフスタイルの多様化で、家族がばら
ばらに食事をとる機会が多くなっています。一人
での食事は食欲がなくなったり、食に対する関心
を低下させます。おいしく食事をするためには家
族や友人と会話をしながら、“ 楽しく食べる ” こと
が大切です。　　　　　　　　（健康さよう２１より）

バランスのとれた食事で、健康生活

★献血のお願い★
　   

　 10:00 ～ 12:00　佐用高校
　 14:00 ～ 15:30　ＪＡ兵庫西佐用支店

９:30 ～ 10:30　町消防署
　 12:00 ～ 13:00　佐用グローリー㈱
　13:45 ～ 15:30　佐用中央病院
　■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

１月８日（火）

１月24日（木）

　健診などで、「Ｃ型肝炎です」と言われたことはありませんか。
　Ｃ型肝炎ウイルスに感染していると検査でわかった場合、精密
検査を受けて、肝炎が進行していないか、肝がんになっていない
を確認する必要があります。その結果、医師から「今のところ大
丈夫ですよ」と判断されたかたも、定期的に医療機関を受診する
必要があります。
　今回、Ｃ型肝炎ウイルスを原因とした肝炎の治療や肝がんの予
防について研修会が開催されます。
■とき　１月３１日（木）午後２時～午後３時３０分
■ところ　相生市総合福祉会館　４階多目的ホール
■内容　Ｃ型肝炎のウイルスに関する基礎知識
■講師　赤穂市民病院消化器科部長　三井康裕さん（肝臓専門医）
■申込み方法　参加を希望されるかたは、１月２４日（木）まで
に電話またはＦＡＸでお申し込みください（匿名可能です）。
　あらかじめ、相談したい事項があれば、その内容について参加
申し込み時に、お知らせください。
■お申し込み・お問い合わせ
　兵庫県赤穂健康福祉事務所　健康増進課
　☎０７９１-４３- ２９３８　FAX ０７９１- ４３- ５３８６

肝炎の治療や肝がんの予防についての研修会
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　★すくすく健康相談
　　　　　　（平成19年7月生まれ）
　　　１月１１日（金）13：30 ～

★３歳児健診（平成 16年 11 月～平成 16 年 12 月生まれ）
　　１月１６日（水）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談　 （平成 19 年 1月生まれ）
　　１月１８日（金）13：30 ～

★４カ月児健診　　　　   （平成 19 年９月生まれ）
　　１月２８日（月）13：30 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　　２月１日（金）10：00 ～

★０歳児クラス　　　　 （２ヵ月～１歳未満）
　　２月４日（月）２カ月～６カ月児　 　10：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　７カ月～１歳未満児　  10：30 ～ 12：00
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　
　新しい年を迎え「今年も健康で過ごせますように」
とみなさん願われたことでしょう。
　自分の大切な家族、友人たちといろんなところへ
行き、好きなものを美味しく食べることが出来る。
そのためには「健康」でなければできません。自分
の人生を自分らしく素敵に過ごすための手段として
の「健康」を考えることが大切ではないでしょうか。
　そこで、特に冬のこの時期に注意したい脳卒中へ
の対策を考えておきましょう。
脳卒中は、脳の血管が障害されて起こる病気の総称
ですが、大きく２つに分けることができます。
○血管が破れておこるもの
　「くも膜下出血」と「脳出血」があります。
　くも膜下出血は、主に脳の分岐部にできた「動脈瘤」
というこぶが破裂し、脳を包む「くも膜下腔」に出
血することで脳細胞が障害されます。
　脳出血は、脳の中の血管が破れて出血し、脳細胞
を圧迫してダメージを与えます。
○血管が詰まっておこるもの
　「血液の塊」が血管に詰まることで、酸素がその先

の脳細胞へ送られず、壊死が起こる「脳梗塞」がこ
のタイプです。
脳卒中の前ぶれ
　脳卒中の症状の多くは突然起こりますが、本格的
な症状の前に、前ぶれ症状が現れることがあります。

　脳卒中のなかで最も前ぶれ症状が現れやすいのが、
脳梗塞です。
　前ぶれ症状はすぐに治まっても放置せず、速やか
にかかりつけ医・脳神経外科などを受診しましょう。
　診療時間外であれば救急外来を受診することが大切です。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（１月 10 日～２月 9日分）

●アルコール相談（要予約）
　　10 日（木）13:30 ～ 15:30
●専門的栄養相談（要予約）
　　15 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　16 日（水）10:00 ～ 10:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　23 日（水）13:30 ～ 16:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　24 日（木）13:30 ～ 15:30
●犬の引き取り
　　２月６日（水）10:00 ～ 10:30
●こころのケア相談（予定）（要予約）
　　２月７日（木）13:30 ～ 17:00　

　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲコー
ドを読み込んで町ホームページアドレスに接続してく
ださい。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

健康の計は元旦にあり～冬は要注意、脳卒中の前ぶれに注意を～

●前ぶれ症状
・突然、強い頭痛が起こる
・物が二重に見える（複視）
・体の左右どちらかが動かせない
・体の左右どちらかがしびれる
・片方の目が数分間見えない（一過性黒内障）
・視野が半分欠ける
・ろれつが回らない
・重篤なめまいが起こる　　など
　本格的な脳卒中が起こる前に、前ぶれ症状
が現れることがあります。上記のような症状
が単独で現れたり、併発したりします。
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１２月３日に佐用小学校体育館で、１年生５１人が「あきのおみせや
さん」を開きました。これは、
生活科の授業「秋と遊ぼう」の
一環で、どんぐりやまつぼっく
りを使って作ったものやゲーム
に、佐用保育園年長児２９人、
佐用マリア幼稚園児１６人を招
いて開催したものです。
　「ほうせきやさん」など１８
カ所のお店で園児と１年生の元
気な声が響き、交流しました。

“ あきのおみせやさん ”は大繁盛  － 佐用小１年生 －

どれにしようかな

　１２月２日に田此クラブで、田此集落主催の三世代交流の
餅つき大会が開催されました。
　この催しは、ふれあいと交流を目的に行われたもので、集
落内の全員に参加を呼びかけ、子どもからお年寄りまで約
１２０人が参加しました。餅つきの各行程は、昔ながらのや
りかたにこだわり、まき割り作業、もち米を蒸す作業、臼と
杵を使った餅つきなど、参加者みんなで役割分担を行い、全
員参加の餅つき大会となりました。なお、作られたお餅は、
みんなで食べながら、楽しい交流が図られました。
　終了後、保井憲司自治会長は「集落内の男女多世代の人た
ちがたくさん参加してくれ、笑顔を見ることができて良かっ
た。また、昔ながらのやりかたをすることで、高齢者から子
どもまでのコミュニケーションも深まった。今後も集落の輪
を大事にしていきたい」と語ってくれました。

昔ながらの餅つきでふれあいを 　　　　　　　　 　　　　　－  田此集落三世代交流  －

餅つきを通して交流が図られました

　このたび上月剣友会（山下文彦会長・上上月）が
㈶全日本剣道連盟から「少年剣道教育奨励賞」を受
賞し、１2月３日に町長へ報告に訪れました。
　これは、上月剣友会が３０年にわたり、小学生を
対象に剣道の指導と健全育成に寄与されたことに対
して贈られたものです。
　山下会長は、「片山新男錬士七段（皆田）、坂根正
幸五段（上秋里）を中心に３０年間着々とやってこ
れました。この受賞を機に、引き続き上月地域の青
少年健全育成のためにがんばっていきたいと思いま
す」と話されました。

「少年剣道教育奨励賞」を受賞 　  　　　　　　 　　　    － 上月剣友会 －

（左から）片山新男さん、山下文彦さん、坂根正幸さん
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　１１月２３日に福沢ふれあい広場で、ふれあいと親睦などを目的
とした第７回福沢ふれあい収穫祭が開催されました。
　晴天のもと、６０点もの出品による、農作物の品評会も行われ、
約８０人の参加者は、見事なできばえの大根や白菜などに感心した
り、新米のごはんと豚汁を食べながら談笑するなど、秋のひととき
に交流と親睦を深めました。
　出品された農作物はその場で販売され、また、同時開催され
たバザーと合わせた売上金５，７００円と、大根ほかいろいろな
野菜を全品、町社会福祉協議会へ寄付されました。
　なお、品評会の結果は次のとおり（敬称略）。
　【金賞】　茅原裕之（大根）
　【銀賞】　藤木登美子（丸大根）、金高　登（白菜）
　【銅賞】　木村英子（にんじん）、長畑一利（キャベツ )、
　　　　　岡本　進（大根）

地域のふれあいと福祉バザー  　　　　　　　   　   － 福沢ふれあい収穫祭 －

　１１月２５日に江川小学校グラウンドで、餅つき大会が
開催されました。
　これは、総合学習の一環で、田植え、除草、稲刈り、脱
穀などを手づくり米クラブの協力で行っているもので、こ
の日は、江川小学校全校児童、江川保育園児が保護者や地
域のかたがたの協力で、杵と臼で餅つきを行いました。
　最初はうまくつけない子どもたちも、次第に慣れていく
とテンポ良くつけるようになり、おいしそうなお餅がつき
あがっていきました。参加した児童は「自分たちが育てた
もち米で、自分たちが餅つきしたお餅は、特別おいしかっ
たです」と話していました。

自分たちが育てたもち米で餅つき大会　　　　　　 　    －  江川小学校  －

福祉バザーも開催されました

力いっぱいお餅つき

　社会福祉協議会三日月支所前のグラウンドで、このほど、中村集落主催の運動会が開催されました。
　この催しは、スポーツを通じてふれあいと交流を深めることを目的に行われたものです。
　当日は、天候にも恵まれ、約７０人の人たちが参加。
さまざまな競技を通して、ふれあいを楽しみながらさわや
かな汗を流しました。
　運動会終了後には、交流会が行われ、集落の女性部手作
りのおでんとおにぎりをみんなで食べながら、楽しいひと
ときを過ごしました。
　船引浩一自治会長は「今年も楽しい運動会を開催するこ
とが出来た。地域づくりの第一歩は、まずはみんなが集まり、
交流を深めることだと思う。今後も継続し、地域づくりに
努めたい」と語ってくれました。

運動会で集落内の交流を　　　　　　　　　　　　    － 中村集落運動会 －

ズラリと並んだ農作物

みんなで楽しいひととき
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12 月 10 日現在（　）内は前月比

おお誕生おめでとう
11 月 21 日から 12 月 10 日届出分　敬称略

         氏　名     　 保護者     自治会

おお やみ申し上げます

１月６日～２月 5日

人の人ののうごき

11 月 21 日から 12 月 10 日届出分　敬称略

人　口　２１，１２５人（－　３）２１，１２５人
　　　　　男 １０，０８５人   （－　２）男 １０，０８５人   （－
　　　　　女 １１，０４０人   （－　１）女 １１，０４０人   （－　

世帯数　　７，３５４戸（　　６）数　　７，３５４戸（　　

　１２月月中の移動
      出生 　　6人　死亡 　２０人　6人　死亡 　２０
      転入　２６人　転出 　１５人２６人　転出 　１

月
日
曜
日 内　　容 場　　所 時　間

8 火 献血 本紙Ｐ 22 をご覧ください
10 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
15 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～

16 水
福祉相談 三日月福祉拠点施設 13：30 ～ 16：00
高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～
ＥＭぼかし講習会 町保健センター 10：00 ～

17 木
さわやかトーク
（町長広聴会）

三日月支所（要予約） 10：00 ～ 12：00
上月支所（要予約） 13：30 ～ 16：00

高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～

23 水 行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

24 木 献血 本紙Ｐ 22 をご覧ください
25 金 弁護士相談 久崎老人福祉センター 13：00 ～ 15：30

氏    名　　  年齢      自治会

『町指定のごみ袋』で

　「燃えるごみ」は、必ず指定袋に
入れてください。市販のビニール袋
や段ボール箱に指定シールを貼って
出すことは出来ません。
「燃えないごみ」や「新聞・雑誌」
を出すときは、指定シールを使用で
きますが、規定（各辺６０㎝以下、
１０㎏以下）に収まるようにしてく
ださい。規定を超えるものについて
は、クリーンセンターへ直接持ち込
んでください。

佐用クリーンセンター

　１月、２月
祝祭日の業務

１月 ２月
1

（火）
～
３

（木）

４ 14 11
(金)（月）（月）
～ 成人
の日

建国
記念
の日

ごみの収集 休

通
常
業
務

○ ○
直接搬入
■受付
午前 9時
～
午後 4時
30 分

燃える
ごみ 休 ○ ○
月～金
燃えな
いごみ 休 ○ ○
月～土

廃棄物焼却炉は、年１回の排出ガ

ス中のダイオキシン類の測定が義務

づけられています。平成 19 年１１月

７・８日に実施した測定結果はつぎ

のとおりで、異常ありませんでした。

佐用クリ－ンセンタ－の基準値は、

１立方メートルあたり１０ｎｇ以下

です。
(1 立方メートルあたり）

１号炉 １．００ｎｇｇ
２号炉 ０．７３ｎｇｇ
※１ｎｇ（ナノグラム）は１０億分

の１ｇです。

■お問い合わせ
佐用クリーンセンター　☎８２-０２９３

ダイオキシンの測定結果



27

■募集学科　
　建築工学科、情報工学科、機械制
御工学科、自動車工学科
■第３回一般入校試験日
　２月２３日（土）
■募集期間
　２月４日 ( 月 ) ～２月１５日 ( 金 )
■試験会場
　豊岡、神戸、姫路
■お問い合わせ
　県立但馬技術大学校
　☎０７９６－２４－２２３３

　県では、自然の中での体験活動と
寮での共同生活を通して、よりよい
人間関係を育みながら、進路実現に
向けて「元気・やる気・自信」づく
りを支援する県立山の学校を開設し
ています。
■入学時期　４月７日（月）
■開設場所　宍粟市山崎町
■対象者　義務教育修了以上の１５
　歳から２０歳（平成２０年４月１
　日現在）までの県内在住の男子
■募集定員　２０人
■修学期間　１年間の全寮制
■授業料　無料
■諸経費　
・月納金　４万円（食費、生活費、
　個人教材費、社会見学費、研修旅
　行費など）
・月納金以外に入学時に必要な経費
　９万円（実習服、トレ－ニングウ
　エア、作業靴、帽子、カッパ、長
　靴、弁当箱、水筒、傷害保険料など）
■学習内容　
・キャンプ、ツリークライミング、
　海辺の活動などの野外活動体験
・絵画、書道、木工、陶芸、彫刻、
　料理などの芸術文化体験
　など
■取得可能資格
・小型車両系建設機械特別教育修了
　証（機体質量３ｔ未満）
・小型フォークリフト特別教育修了
　証（最大荷重１ｔ未満）　など
■願書受付　
　２月８日（金）～２月２２日（金）
　出願書類を整え、本校へ郵送（〆

切日必着）または持参してください。
なお、書類持参の場合、受付は土・
日曜日及び祝日を除く午前９時から
午後５時までです。
■提出書類
・入学願書（所定の用紙に出願者本
人が記入したもの）

・健康診断書（所定の用紙、３カ月
以内に実施したもの）
■選考試験　２月２９日（金）
【集合】県立山の学校　午前１０時
（受付　午前９時３０分～）
【費用】受験料は無料。ただし、傷
害保険料５００円を選考試験日に
受付で徴収します。

【持参品】筆記用具、体操服（トレ
パン・トレシャツ）または作業服、
運動靴、体育館シュ－ズ、保険証、
昼食用弁当

【内容】書類選考、体験活動（雨天時：
スポーツ）、課題作文、親子面接

＊選考結果は、選考委員会で決定し、
３月３日（月）に発表します。
■学校説明会
神戸会場：１月１３日（日）
　　　　午前１０時～正午
　神戸クリスタルタワー７階
　小会議室
宍粟会場：１月２７日（日）
　　　　午前１０時～正午
　県立山の学校研修館
　第１研修室
■内容　学校概要説明、学校紹介ビ
デオ、質疑応答、アンケート記入、
個別相談
■対象　入学希望者、保護者、教職
員、本校に関心のあるかた
■お申し込み・お問い合わせ
㈶兵庫県青少年本部
県立山の学校
  ☎０７９０- ６２- ８０８８
 FAX ０７９０- ６２- ９７３３
    ホームページ
www1.odn.ne.jp/yamanogakkou

佐用郡美術協会書道部の会員展
■とき　１月１９日（土）２０（日）
　　　午前９時～午後５時（最終
　　　日は午後４時まで）
■ところ　さよう文化情報センター
　　　　ギャラリー
■主催　佐用郡美術協会書道部会

平成２０年度生
県立但馬技術大学校生募集

平成２０年度 県立山の学校
４月入学生募集

佐用町役場 (代表）　       ☎  82-2521
FAX 82-0131

総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
住民課　　　　　　　　☎ 82-0660
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293
県立但馬技術大学校
　　　　　　　   ☎0796-24-2233

県立山の学校           ☎ 0790-62-8088

１月３１日（木）です

※納期限を過ぎた場合は、督促状
　を発行します。
　また、納期限から納付日までの
　延滞金（年率 14.6％）も納めて
　いただくことになります。

町県民税（普通徴収）第４期分
国民健康保険税第７期分
の納期限は

―  今月の納税相談日   １月２５日（金）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税及び国保税
が納められない場合は、納税相談に応
じます。
■お問い合わせ
　税務課収納係　☎８２-０６６２

介護保険料（普通徴収）第７期分の
　　納期限は   １月３１日（木）です
■お問い合わせ

　　　健康課　☎８７-８０２０

第７回
あさぎり書道展



ただいま接近中
　あけましておめでとうございま
す。本年も西はりま天文台をよろし
くお願いいたします。
　さて、夜空を見上げると冬の明る
い星々にまざってひときわ明るく赤
い星が見えます。そう、火星です。
もう過ぎてしまいましたが、１２月１９日に地球と火星
が一番近づく日を迎えました。一番近づくといってもこ
こ２年くらいの間でのことで、2003 年にあった「大接近」
に比べると、だいぶ離れている「中接近」です。
　しかし、火星は結構つぶれただ円を描くように太陽の
周りを動くので、簡単には「大接近」とはなりません。
次に今回よりも近くに来るのは 2016 年のこと。この機
会を見逃す手はありません。
　最接近時は過ぎてしまいましたが、１月上旬までは、
特に明るく大きく見える時期が続きます。天文台では１
月６日（日）に「火星を見よう」ということで火星が主
役で一般観望会も行いますので、ぜひお越しください。
　　　　西はりま天文台　特別研究員　松田 健太郎
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天文クイズ
火星には太陽系最大の “ あるもの ” がありますが、
それは何でしょう。 
(1) 火山　 (2)  湖　 (3) 樹海　 (4) 気象観測所

先月のクイズの答え　 (2) アウトバースト

　外で遊ぶのが大
好きなお兄ちゃん
と、お兄ちゃんの
ことが大好きな妹
です。
　香穂は、お兄
ちゃんがすること
を何でもマネして
周りはヒヤヒヤ。
隆希は、春から保
育園 !! たくさんお
友達を作って、み
んなと仲良く楽し
く遊んでね。

　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会 〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX 0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

１２月２日に地域づくり協議会委員２５人が
昨年に続き、国道１７９号線と県道上郡三日月
線の交差点にある市ノ上モニュメント公園を、
イルミネーションで飾りました。
この事業は「地域に小さな名所を」というこ

とで実施したものです。参加者は「短期間でも
地域の人たちの目を楽しませることができ、地
域の活性化につながればうれしいです」と話し
ていました。

「小さな名所づくり事業」を実施
　　　　　　　- 三日月地域づくり協議会 -

バイキングが撮影した
火星の写真（合成）
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笹ケ丘公園内「ビッグスライダー」

ビッグスライダーに光の帯 
　　　　　　　　　　　　　- 千種川ネットワーク -


